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ともに『津山市教育振興基本計画』より
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③

平成22年からの津山市全体の児童生徒数の推移（R5以降は推計）

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
小学校児童数 6,301 6,269 6,187 6,135 5,978 5,855 5,710 5,589 5,480 5,351 5,207 5,128 5,085 5,017 4,939 4,832 4,715 4,601
中学校生徒数 3,112 3,097 3,057 3,062 3,054 3,059 2,979 2,852 2,769 2,729 2,671 2,639 2,606 2,613 2,621 2,634 2,572 2,549
小中児童生徒数 9,413 9,366 9,244 9,197 9,032 8,914 8,689 8,441 8,249 8,080 7,878 7,767 7,691 7,630 7,560 7,466 7,287 7,150
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

6,301 6,269 6,187 6,135 5,978 5,855 5,710 5,589 5,480 5,351 5,207 5,128 5,085 5,017 4,939 4,832 4,715 4,601

3,112 3,097 3,057 3,062 3,054 3,059 2,979 2,852 2,769 2,729 2,671 2,639 2,606 2,613 2,621 2,634 2,572 2,549

9,413 9,366 9,244 9,197 9,032 8,914 8,689 8,441 8,249 8,080 7,878 7,767 7,691 7,630 7,560 7,466 7,287 7,150

年度

小学校児童数

中学校生徒数

合　　計

小学校児童数

中学校生徒数

平成 22 年からの津山市全体の児童生徒数の推移（R5 以降は推計）
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⑫

令和４年度 全国及び岡山県学力調査の結果（抜粋）

（１）全国学力調査の結果【小学６年生・中学３年生】

（※令和２年度は新型コロナ対策で全国一斉休講のため未実施）

（２）岡山県学力調査の結果

【小学校】

【中学校】（英語については、中２のみ実施。同一学年の比較無し）

教科 国語 算数

年度 R4（小３） R4（小３）

全国 67.1 73.9 
岡山県 68.7 75.2 
津山市 69.8 77.4 
全国比 2.7 3.5 

標準スコア 51.3 51.7 

　　小3

R3（中１） R4（中２） R3(中１） R4（中２）

71.4 66.7 68.2 56.6
74.7 67.9 69.3 60.0
72.2 64.1 66.0 55.0
0.8 ▲ 2.6 ▲ 2.2 ▲ 1.6

50.4 48.8 48.9 49.4

中２（経年）

教科 国語 数学

年度

全国

岡山県

津山市

全国比

標準スコア

教科 国語 数学

年度 R4（中１） R4（中１）

全国 57.3 69.2
岡山県 58.9 72.0
津山市 53.9 68.5
全国比 ▲ 3.4 ▲ 0.7

標準スコア 48.3 49.7

　　　　中１

R3（小３） R4（小４） R3（小３） R4（小４）

72.1 68.0 75.5 73.1 
72.9 69.3 76.6 74.4 
74.2 72.2 78.0 75.8 
2.1 4.2 2.5 2.7 

51.0 52.0 51.3 51.3 

小４（経年）

教科 国語 算数

年度

全国

岡山県

津山市

全国比

標準スコア

教科

年度 R2（小３） R3（小４） R4（小５） R2（小３） R3（小４） R4（小５）

全国 72.0 69.3 68.0 71.6 70.9 60.4 
岡山県 75.4 71.1 68.3 74.7 70.1 63.2 
津山市 74.9 74.0 69.8 76.6 71.6 65.0 
全国比 2.9 4.7 1.8 5.0 0.7 4.6 

標準スコア 51.4 52.3 51.0 52.6 50.3 52.1 

小５（経年）

国語 算数

教科

年度 H31 R2 R3 R４ H31 R2 R3 R４ H30 R４

全　 国 63.8 64.7 65.6 66.6 70.2 63.2 60.3 63.3

岡山県 64.0 66.0 67.0 65.0 69.0 62.0 60.1 64.0 

津山市 62.0 68.3 64.0 63.0 62.0 64.1 68.0 60.0 57.6 61.0 

全国比 ▲ 1.8 ▲ 0.7 ▲ 2.6 ▲ 4.6 ▲ 2.2 ▲ 3.2 ▲ 2.7 ▲ 2.3

標準スコア 49.4 49.7 49.1 48.0 48.9 48.6 48.6 48.9

教科

年度 H31 R2 R3 R４ H31 R2 R3 R４ H30 R４

全　 国 72.8 64.6 69.0 59.8 57.2 51.4 66.1 49.3

岡山県 73.0 65.0 69.0 60.0 57.0 51.0 65.6 49.0 

津山市 69.0 78.5 61.0 66.0 57.0 48.1 53.0 45.0 61.6 46.0 

全国比 ▲ 3.8 ▲ 3.6 ▲ 3.0 ▲ 2.8 ▲ 4.2 ▲ 6.4 ▲ 4.5 ▲ 3.3

標準スコア 48.3 48.6 48.2 48.8 48.4 47.5 47.5 48.3

小６　（H31～R4年）

国語 算数 理科

中３　（H31～R4年）

国語 数学 理科

教科 H31（中２） R２（中２） R３（中２） R4（中２）

全国 61.5 62.7 54.5 55.9
岡山県 58.4 63.8 56.9 55.8
津山市 51.5 62.8 51.6 49.6
全国比 ▲ 10.0 0.1 ▲ 2.9 ▲ 6.3

標準スコア 45.6 50.0 48.6 47.2

英語　（R1～R4）

資料７
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令和４年度 学習状況調査の結果（抜粋）

（１）全国児童生徒質問紙より（小学６年生、中学３年生）（※令和２年度は新型コロナ対策で全国一斉休講のため未実施）

学年 学年

年度 H31 R2 R3 R4 H31 R2 R3 R4 年度 H31 R2 R3 R4 H31 R2 R3 R4

全国 66.1 62.5 59.4 69.8 75.9 69.5 全国 2.3 3.5 4.2 4.4 3.5 4.9

岡山県 72.1 70.6 67.0 64.6 73.5 64.9 岡山県 1.3 2.1 2.7 5.1 3.6 5.4

津山市 70.0 62.2 66.3 66.1 66.5 68.4 74.3 65.3 津山市 1.2 2.2 2.0 3.9 5.8 5.9 3.3 5.3

全国比 3.9 3.8 6.7 ▲ 3.3 ▲ 1.6 ▲ 4.2 全国比 1.1 1.5 0.3 ▲ 1.4 0.2 ▲ 0.4

県比 ▲ 2.1 ▲ 4.3 ▲ 0.9 1.9 0.8 0.4 県比 0.1 0.1 ▲ 1.2 ▲ 0.7 0.3 0.1

学年 学年

年度 H31 R2 R3 R4 H31 R2 R3 R4 年度 H31 R2 R3 R4 H31 R2 R3 R4

全国 18.7 24.0 26.3 34.8 37.4 39.0 全国 68.0 58.1 52.7 50.6 43.7 40.0

岡山県 17.4 22.3 24.8 32.2 33.7 36.5 岡山県 70.7 61.2 57.3 48.9 46.0 43.3

津山市 20.0 23.3 30.1 28.6 39.9 44.3 41.6 32.9 津山市 82.8 74.4 69.8 65.4 58.7 53.9 52.0 53.9

全国比 ▲ 1.3 ▲ 6.1 ▲ 2.3 ▲ 5.1 ▲ 4.2 6.1 全国比 14.8 11.7 12.7 8.1 8.3 13.9

県比 ▲ 2.6 ▲ 7.8 ▲ 3.8 ▲ 7.7 ▲ 7.9 3.6 県比 12.1 8.6 8.1 9.8 6.0 10.6

学年 学年

年度 H31 R2 R3 R4 H31 R2 R3 R4 年度 R2 R3 R4

全国 81.2 76.9 79.3 74.1 76.2 78.5 全国 18.9 18.2

岡山県 82.5 79.2 80.9 75.5 79.1 81.1 岡山県 21.3 20.7

津山市 76.5 70.6 78.8 78.6 71.8 73.3 79.0 77.4 津山市 26.4 22.2 18.9

全国比 ▲ 4.7 1.9 ▲ 0.7 ▲ 2.3 2.8 ▲ 1.1 全国比 3.3 ▲ 0.7

県比 ▲ 6.0 ▲ 0.4 ▲ 2.3 ▲ 3.7 ▲ 0.1 ▲ 3.7 県比 0.9 1.8

学年 小６ 中３ 学年

年度 R4 R4 年度 R3 R4 R3 R4

全国 14.3 21.6 全国 49.4 50.2 57.0 50.3

岡山県 12.9 19.4 岡山県 50.9 51.4 61.9 52.9

津山市 13.2 11.4 津山市 54.0 55.2 70.2 53.8

全国比 ▲ 1.1 ▲ 10.2 全国比 ▲ 4.6 ▲ 5.0 ▲ 13.2 ▲ 3.5

県比 0.3 ▲ 8.0 県比 ▲ 3.1 ▲ 3.8 ▲ 8.3 ▲ 0.9

（１）家庭学習の時間①（１日当たり１時間以上する） （２）家庭学習の時間②（家庭で全くしない）

小６ 中３ 小６ 中３

（３）読書時間（全く読まない） （４）地域行事への参加（地域の行事に参加している）

小６ 中３ 小６ 中３

（５）自分には、よいところがあると思う（肯定的な回答）
（６）携帯電話やスマートフォンの使い方について、家
の人と約束したことを守っている。（約束がない）

小６ 中３ 中３

（７）前年までに受けた授業でPC・タブレットなどのICT
機器を、どの程度使用しましたか。（ほぼ毎日）

（８）普段、１日当たりどれくらいの時間テレビゲームを
していますか。（２時間以上）

小６ 中３

※小６は、５年生までの使用。中３は、中１・２年生での使用

資料８
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（２）岡山県児童生徒質問紙より（小学５年生、中学１年生、中学２年生）

H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4

74.2 77.2 73.5 65.9 83.0 81.5 81.2 77.0 74.4 73.5 73.2 68.7 4.2 3.7 4.3 7.0 2.2 3.1 2.7 4.2 5.0 5.2 5.3 5.9

69.2 70.7 69.1 65.1 75.5 76.5 74.4 69.3 68.9 71.0 72.4 62.3 5.5 4.3 5.5 8.1 3.3 4.2 3.7 6.6 6.1 6.4 6.4 8.7

▲ 5.0 ▲ 6.5 ▲ 4.4 ▲ 0.8 ▲ 7.5 ▲ 5.0 ▲ 6.8 ▲ 7.7 ▲ 5.5 ▲ 2.5 ▲ 0.8 ▲ 6.4 ▲ 1.3 ▲ 0.6 ▲ 1.2 ▲ 1.1 ▲ 1.1 ▲ 1.1 ▲ 1.0 ▲ 2.4 ▲ 1.1 ▲ 1.2 ▲ 1.1 ▲ 2.8

R3 R4 R3 R4 R3 R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4

70.3 71.4 63.6 65.2 53.3 55.1 77.4 72.9 70.5 75.8 78.4 67.0 65.1 76.7 70.1 71.1 65.0 71.9

68.7 71.6 58.8 63.6 51.2 51.9 70.4 72.8 65.8 77.3 76.1 62.8 62.6 78.7 65.9 70.4 64.2 71.4

▲ 1.6 0.2 ▲ 4.8 ▲ 1.6 ▲ 2.1 ▲ 3.2 ▲ 7.0 ▲ 0.1 ▲ 4.7 1.5 ▲ 2.3 ▲ 4.2 ▲ 2.5 2.0 ▲ 4.2 ▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 0.5

H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4

82.3 79.0 79.6 80.8 80.7 76.2 77.6 79.8 75.6 74.8 74.8 74.8 91.0 88.8 90.3 89.8 93.4 92.4 92.9 93.5 90.3 90.7 91.3 90.3

79.4 77.2 75.0 80.8 77.5 71.6 71.2 80.7 71.6 71.9 73.9 69.1 87.3 85.2 88.6 89.8 93.6 93.2 92.2 91.2 90.8 90.0 93.1 87.6

▲ 2.9 ▲ 1.8 ▲ 4.6 0.0 ▲ 3.2 ▲ 4.6 ▲ 6.4 0.9 ▲ 4.0 ▲ 2.9 ▲ 0.9 ▲ 5.7 ▲ 3.7 ▲ 3.6 ▲ 1.7 0.0 0.2 0.8 ▲ 0.7 ▲ 2.3 0.5 ▲ 0.7 1.8 ▲ 2.7

H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4 H31 R2 R３ R4

33.3 39.8 41.3 44.9 40.8 45.4 47.5 51.4 44.1 48.2 49.6 52.6 74.0 72.5 65.6 62.0 70.3 70.3 66.8 62.1 59.7 59.1 51.6 51.0

42.0 45.7 44.1 49.1 43.1 50.5 52.4 59.8 52.9 54.6 50.8 56.7 77.9 77.9 67.8 73.8 78.4 80.5 77.4 69.5 65.1 65.1 61.0 56.5

▲ 8.7 ▲ 5.9 ▲ 2.8 ▲ 4.2 ▲ 2.3 ▲ 5.1 ▲ 4.9 ▲ 8.4 ▲ 8.8 ▲ 6.4 ▲ 1.2 ▲ 4.1 3.9 5.4 2.2 11.8 8.1 10.2 10.6 7.4 5.4 6.0 9.4 5.5

◆学習状況について（児童・生徒質問紙より）

（１）家庭学習の時間①（１日当たり１時間以上する） （２）家庭学習の時間②（家庭で全くしない）

学年 小５ 中１ 中２ 学年 小５ 中１ 中２

年度 年度

岡山県 岡山県

津山市 津山市

県比 県比

（３）テレビ・ゲームの時間のルールを決め
ている

（４）学校の授業では、私語が少なく、落ち着いた雰囲気の
中で学習している（肯定的回答）

学年 小5 中1 中2 学年 小５ 中１ 中２

年度 年度

岡山県 岡山県

津山市 津山市

対県比 県比

（５）自分には、よいところがあると思う（肯定的な回答） （６）あいさつ（近所の人にあいさつをする）

学年 小５ 中１ 中２ 学年 小５ 中１ 中２

年度 年度

岡山県 岡山県

津山市 津山市

県比 県比

（７）普段〔月～金〕、１日当たりテレビゲーム〔コンピューター・携帯式・
スマートフォンを含む〕の時間（1日2時間以上する）

（８）地域行事への参加（地域の行事に参加している）

学年 小５ 中１ 中２ 学年 小５ 中１ 中２

年度 年度

岡山県 岡山県

津山市 津山市

県比 県比



⑮

令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果（市は独自集計）

長期欠席・不登校

１ 調査結果

【長欠・不登校】
小学校 中学校

H30 R1 R2 H30 R1 R2

全国

長期欠席者数 84,033 93,058 113,746 156,006 162,736 174,001

うち、不登校 44，841 53,350 63,350 119,687 127,922 132,777

不登校出現率(％) 0.70 0.80 1.00 3.65 3.90 4.09

岡山県

(国公私立)

長期欠席者数 1,888 1,870 2,193 2,679 2,977 3,103

うち、不登校 772 909 933 1,599 1,746 1,667

不登校出現率(％) 0.76 0.91 0.94 3.09 3.44 3.25

津山市

長期欠席者数 86 99 118 177 177 183

うち、不登校 38 66 56 85 109 76

不登校出現率(％) 0.69 1.23 1.08 3.07 3.99 2.85

※「不登校出現率（％）」：不登校児童（生徒）数÷在籍児童（生徒）数×100

資料９
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小学校名 中学校名 中学校名 小学校名

中道中学校 林田小学校

北陵中学校 清泉小学校

鶴山中学校 高野小学校

津山西中学校 成名小学校

鶴山中学校 河辺小学校

津山西中学校 大崎小学校

北小学校 鶴山中学校 広野小学校

津山東中学校 東小学校

中道中学校 林田小学校

鶴山小学校 中道中学校 鶴山小学校

弥生小学校 北陵中学校 高田小学校

向陽小学校 高倉小学校

院庄小学校 東小学校

佐良山小学校 弥生小学校

一宮小学校 北陵中学校 一宮小学校

中道中学校 高田小学校

北陵中学校 西小学校

清泉小学校 津山東中学校 南小学校

高倉小学校 中道中学校 北小学校

高野小学校 西小学校

成名小学校 南小学校

河辺小学校 向陽小学校

大崎小学校 院庄小学校

広野小学校 佐良山小学校

加茂小学校 加茂中学校 加茂中学校 加茂小学校

新野小学校 新野小学校

広戸小学校 広戸小学校

勝加茂小学校 勝加茂小学校

喬松小学校 喬松小学校

中正小学校 中正小学校

誠道小学校 誠道小学校

秀実小学校 秀実小学校

指定学校名

西小学校

北小学校

向陽小学校

津山市小中学校　学区についての資料

津山市小・中学校の通学区域（例）

指定区域（行政区画による。ただし、行政区画が複数の学校に分れる場合は、かっこ
内の町内会又はその内部組織若しくは地番又は表示による）

・・・
小田中（小田中のうち西新座東・西新座西・新屋敷・笠松・神田・田中
（211～311番地・うち300番地を除く））
・・・
小田中（小田中のうち田中1～210番地・300番地・312番地以降）
・・・

・・・
小田中（小田中のうち西松原）・・・

東小学校

西小学校

南小学校

林田小学校

中道中学校

津山西中学校

北陵中学校

高田小学校

鶴山中学校

津山東中学校 津山西中学校

勝北中学校 勝北中学校

久米中学校 久米中学校

津山東中学校

資料10
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の
一
人
一
人
に
目
が
届
き
や
す
く
、
き
め
細

か
な
指
導
が
行
い
や
す
い
。

・
学
校
行
事
等
に
お
い
て
、
児
童
一
人
一
人
の
個
別

の
活
動
機
会
を
設
定
し
や
す
い
。

・
異
学
年
交
流
に
よ
る
学
習
が
促
進
さ
れ
る
。

・
間
接
指
導
を
通
し
て
自
己
教
育
力
が
育
つ
。

・
児
童
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
学
習
指
導
面
や
学
校

行
事
な
ど
の
集
団
活
動
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
学
び
合
い
の
場
の
工
夫
や
グ
ル
ー
プ
編
成
の
あ

り
方
の
工
夫
な
ど
が
可
能
と
な
る
。

・
授
業
等
で
多
様
な
意
見
に
触
れ
、
協
力
や
切
磋
琢

磨
す
る
活
動
を
通
じ
て
個
々
の
資
質
や
能
力
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
。

・
９
年
間
の
学
校
教
育
目
標
で
児
童
生
徒
の
個
性
に

応
じ
た
、
系
統
性
・
連
続
性
を
意
図
し
た
教
育
課
程

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
教
育
課
程
上
の
特
例
が
認

め
ら
れ
、
一
貫
教
育
の
軸
と
な
る
新
教
科
等
の
創
設

や
学
年
・
学
校
段
階
間
で
の
指
導
内
容
の
入
れ
替
え

な
ど
の
工
夫
も
柔
軟
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
異
学
年
交
流
に
よ
る
学
習
が
促
進
さ
れ
る
。

基
本
的
に
、
義
務
教
育
学
校
は
、
小
中
一
貫
型
小
・

中
学
校
と
同
じ
小
中
一
貫
教
育
で
あ
る
た
め
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
同
様
の
内
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
一
人
の
校
長
、
一
つ
の
教
職
員
組
織
と
す
る
な
ど

完
全
に
小
・
中
学
校
を
一
体
と
し
た
学
校
で
あ
り
、

小
中
連
携
の
効
果
は
４
つ
の
類
型
の
中
で
最
も
期
待

で
き
る
。

児
童
生
徒
の
生
活
面

・
児
童
相
互
の
人
間
関
係
が
深
ま
り
や
す
い
。
異
学

年
間
の
縦
の
交
流
が
生
ま
れ
や
す
い
。

・
多
人
数
集
団
に
な
じ
み
に
く
い
児
童
に
は
適
応
し

や
す
い
場
合
が
あ
る
。

・
上
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
下
学
年
の
向
上
心

が
高
ま
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
自
分
の
思
考
や
行
動

を
客
観
的
に
把
握
し
認
識
す
る
力
が
向
上
す
る
。

・
一
定
の
規
模
の
児
童
集
団
を
確
保
で
き
、
友
人
関

係
が
広
が
る
。

・
毎
年
度
、
ク
ラ
ス
替
え
を
契
機
と
し
て
児
童
生
徒

が
学
校
、
学
級
生
活
に
意
欲
を
新
た
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
小
・
中
学
校
９
年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
教
育
が

展
開
で
き
る
と
と
も
に
学
習
内
容
に
つ
い
て
の
質
や

量
、
授
業
の
進
め
方
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
等
の
差

異
に
よ
る
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解
消
や
中
学
校
進

学
へ
の
不
安
の
緩
和
に
つ
な
が
る
。
特
に
、
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
に
起
因
し
た
不
登
校
の
対
策
に
効
果
を
上

げ
て
い
る
。

・
教
員
が
同
じ
児
童
生
徒
を
長
い
期
間
で
見
守
れ
る

の
は
、
対
応
力
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
児
童
生
徒
に

と
っ
て
も
安
心
感
が
増
す
。
小
・
中
学
校
の
合
同
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
や
す
く
な
る
。

・
小
学
生
が
中
学
生
に
あ
こ
が
れ
、
中
学
生
が
小
学

生
へ
の
思
い
や
り
が
育
ま
れ
る
。

・
実
情
に
よ
っ
て
は
、
５
、
６
年
生
か
ら
の
部
活
動

参
加
に
よ
る
技
術
向
上
が
可
能
と
な
る
。

基
本
的
に
、
義
務
教
育
学
校
は
、
小
中
一
貫
型
小
・

中
学
校
と
同
じ
小
中
一
貫
教
育
で
あ
る
た
め
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
同
様
の
内
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
教
員
組
織
が
１
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
９
年
間
の

義
務
教
育
を
６
－
３
制
以
外
に
、
４
－
３
－
２
制
、

５
－
４
制
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
よ
り
特
色

の
あ
る
取
組
が
独
自
で
実
施
で
き
る
。

学
校
運
営
面

・
全
教
職
員
間
の
意
思
疎
通
が
図
り
や
す
く
、
相
互

の
連
携
が
密
に
な
り
や
す
い
。

・
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
や
す
い
。

・
施
設
・
設
備
の
利
用
時
間
等
の
調
整
が
行
い
や
す

い
。

・
児
童
に
と
っ
て
は
、
地
理
的
地
域
的
に
統
合
後
の

イ
メ
ー
ジ
や
人
間
関
係
等
の
見
通
し
が
持
て
、
広
範

囲
な
統
合
に
比
べ
不
安
が
少
な
い
。

・
学
級
の
枠
を
超
え
た
習
熟
度
別
指
導
や
、
学
年
内

で
の
教
員
の
役
割
分
担
に
よ
る
専
科
指
導
等
の
多
様

な
指
導
形
態
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
児
童
同
士
の
人
間
関
係
や
児
童
と
教
員
と
の
人
間

関
係
に
配
慮
し
た
学
級
編
制
が
で
き
る
。

・
施
設
建
設
等
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
補
助
金
制

度
を
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
積
極
的
な
異
学
年
交
流
や
教
科
担
任
に
よ
る
指
導

と
多
面
的
な
評
価
、
校
務
分
掌
の
統
合
・
整
理
等
、

効
果
的
な
取
組
例
も
見
ら
れ
、
児
童
生
徒
だ
け
で
な

く
、
学
校
運
営
上
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

・
地
域
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
地
域
学
習
等

を
９
年
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
に
仕
立
て
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

・
施
設
建
設
等
に
補
助
金
制
度
が
あ
る
。
ま
た
、
施

設
分
離
型
（
用
語
解
説
８
）
の
場
合
は
、
当
分
の
間

新
た
な
施
設
費
は
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
老
朽

化
に
よ
り
施
設
改
修
等
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

る
。

基
本
的
に
、
義
務
教
育
学
校
は
、
小
中
一
貫
型
小
・

中
学
校
と
同
じ
小
中
一
貫
教
育
で
あ
る
た
め
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
同
様
の
内
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
教
員
組
織
が
１
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
９
年
間
の

義
務
教
育
を
６
－
３
制
以
外
に
、
４
－
３
－
２
制
、

５
－
４
制
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
よ
り
特
色

の
あ
る
取
組
が
独
自
で
実
施
で
き
る
。

地
域
と
の
連
携
面

・
保
護
者
や
地
域
社
会
と
の
連
携
が
図
り
や
す
い
。
・
近
隣
小
学
校
の
統
合
は
、
学
校
同
士
の
連
携
や
子

ど
も
た
ち
の
間
で
交
流
の
機
会
が
あ
り
、
新
た
な
人

間
関
係
づ
く
り
へ
の
不
安
や
抵
抗
が
少
な
い
。

体
制
整
備
の
類
型
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

資料11



⑱

メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
比
較
の
観
点
／
学
校

体
制

過
小
規
模
校
（
複
式
学
級
）

近
隣
小
学
校
と
の
統
合

小
中
一
貫
型
小
学
校
・
中
学
校
化

義
務
務
教
育
学
校
化

学
習
・
指
導
面

・
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
る
機
会
や
学

び
合
い
の
機
会
、
切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
少
な
く
な

る
。

・
児
童
数
、
教
職
員
数
が
少
な
い
た
め
、
グ
ル
ー
プ

学
習
や
習
熟
度
別
学
習
、
小
学
校
の
専
科
教
員
に
よ

る
指

導
な
ど
、
多
様
な
学
習
・
指
導
形
態
を
取
り
に
く

い
。

・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
や
小
中
連
携
の
保
障
な
ど
が
、
現

状
の
ま
ま
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
や
小
中
連
携
の
保
障
な
ど
が
、
現

状
の
ま
ま
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
教
職
員
に
と
っ
て
は
、
指
導
す
る
学
年
の
幅
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
共
有
や
打
ち
合
わ
せ
を
す

る
時
間
や
機
会
が
増
加
し
、
教
職
員
の
負
担
感
・
多

忙
感
等
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

基
本
的
に
、
義
務
教
育
学
校
は
、
小
中
一
貫
型
小
・

中
学
校
と
同
じ
小
中
一
貫
教
育
で
あ
る
た
め
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
同
様
の
内
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
施
設
一
体
型
（
用
語
解
説
８
）
の
義
務
教
育
学
校

で
は
通
学
距
離
は
、
小
学
生
で
も
中
学
生
と
同
じ
く

６
ｋ
ｍ
以
内
と
遠
距
離
に
な
る
こ
と
で
、
バ
ス
通
学

な
ど
で
低
学
年
等
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

・
小
学
校
の
卒
業
式
と
い
う
区
切
り
が
な
く
な
り
、

児
童
が
成
長
を
感
じ
る
機
会
が
減
少
し
た
り
、
中
学

校
へ
の
新
鮮
さ
や
、
新
た
な
学
校
へ
の
期
待
が
乏
し

く
な
る
と
の
声
も
あ
る
。

児
童
生
徒
の
生
活
面

・
ク
ラ
ス
替
え
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
人

間
関
係
や
相
互
の
評
価
等
が
固
定
化
し
や
す
い
。

・
通
学
距
離
が
遠
距
離
と
な
っ
た
り
、
通
学
班
や
地

区
児
童
会
の
単
位
が
広
が
る
こ
と
で
大
人
の
目
が
届

き
に
く
い
。

・
９
年
間
の
長
い
学
校
生
活
で
、
友
達
関
係
で
の
悩

み
や
転
出
入
の
個
別
対
応
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な

る
。

・
思
春
期
に
入
る
中
学
生
の
言
動
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
小
学
生
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
心
配
さ

れ
る
。

・
小
学
校
高
学
年
の
時
期
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
自

主
性
を
養
う
機
会
が
減
る
。

・
複
数
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
校
区
が
大
き
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
通
学
が
遠
距
離
に
な
る
こ
と
で
、
バ

ス
通
学
な
ど
で
低
学
年
等
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

基
本
的
に
、
義
務
教
育
学
校
は
、
小
中
一
貫
型
小
・

中
学
校
と
同
じ
小
中
一
貫
教
育
で
あ
る
た
め
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
同
様
の
内
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
小
学
校
と
中
学
校
の
両
方
の
教
員
免
許
状
が
必
要

と
な
り
、
教
職
員
確
保
が
困
難
に
な
る
。
た
だ
し
、

当
面
の
間
、
暫
定
措
置
が
あ
る
。

学
校
運
営
面

・
学
校
行
事
や
音
楽
活
動
等
の
集
団
教
育
活
動
に
制

約
が
生
じ
や
す
い
。

・
教
職
員
数
が
少
な
い
た
め
、
学
年
別
や
教
科
別
の

教
職
員
同
士
で
、
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
等
に
つ
い

て
の
相
談
や
研
究
、
協
力
、
切
磋
琢
磨
等
が
行
い
に

く
い
。
一
人
に
複
数
の
校
務
分
掌
が
集
中
し
や
す

い
。

・
教
職
員
１
人
当
た
り
の
出
張
等
の
校
外
業
務
の
回

数
が
多
く
な
り
、
管
理
職
が
授
業
に
入
る
こ
と
が
多

い
。

・
小
規
模
化
が
進
む
と
、
教
頭
、
養
護
教
諭
、
事
務

職
員
等
の
未
配
置
が
生
じ
る
。

・
施
設
は
現
状
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
が
、
児
童
１
人

当
た
り
の
維
持
費
が
大
き
く
な
る
。
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
補
助
金
制
度

が
活
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
津
山
市
の
財
政
負

担
が
増
す
可
能
性
が
あ
る
。

・
複
式
学
級
を
解
消
す
る
場
合
は
、
市
独
自
の
市
費

負
担
が
生
ず
る
た
め
、
財
政
負
担
が
大
き
い
。

・
施
設
一
体
化
に
伴
い
、
施
設
の
新
設
・
増
築
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
、
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
。
た
だ

し
、
補
助
制
度
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
体
育
館
や
運
動
場
、
プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
設
備
が

１
つ
の
場
合
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
が
難
し
く
、

利
用
頻
度
が
減
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

・
施
設
一
体
化
に
伴
い
、
新
設
・
増
築
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
。
た
だ
し
、

補
助
制
度
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
小
・
中
学
校
で
教
職
員
組
織
が
異
な
る
た
め
一
体

的
な
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
り
、
情
報
共

有
や
合
意
形
成
に
時
間
が
か
か
る
。
小
中
合
同
行
事

の
運
営
な
ど
、
教
員
の
多
忙
が
危
惧
さ
れ
る
。

基
本
的
に
、
義
務
教
育
学
校
は
、
小
中
一
貫
型
小
・

中
学
校
と
同
じ
小
中
一
貫
教
育
で
あ
る
た
め
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
同
様
の
内
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
施
設
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
で
は
、
学
年
数
・

学
級
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
一

体
化
前
の
施
設
を
利
用
し
な
い
場
合
、
体
育
館
や
運

動
場
、
プ
ー
ル
な
ど
の
学
校
施
設
の
利
用
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

地
域
と
の
連
携
面

・
近
隣
地
域
の
学
校
の
統
廃
合
は
、
全
国
的
な
事
例

か
ら
も
、
地
域
で
の
大
き
な
議
論
と
な
る
場
合
が
あ

る
。
と
り
わ
け
歴
史
の
古
い
小
学
校
の
場
合
は
、
地

域
社
会
の
歴
史
や
風
俗
、
文
化
等
と
の
強
い
結
び
つ

き
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
一
体
感
の
醸
成
に

は
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
学
区
が
広
域
に
な
る
こ
と
で
地
域
の
一
体
感
を
維

持
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

・
近
隣
地
域
の
学
校
の
統
廃
合
は
、
全
国
的
な
事
例

か
ら
も
、
地
域
で
の
大
き
な
議
論
と
な
る
場
合
が
あ

る
。
と
り
わ
け
歴
史
の
古
い
小
学
校
の
場
合
は
、
地

域
社
会
の
歴
史
や
風
俗
、
文
化
等
と
の
強
い
結
び
つ

き
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
一
体
感
の
醸
成
に

は
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
学
区
が
広
域
に
な
る
こ
と
で
地
域
の
一
体
感
を
維

持
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

基
本
的
に
、
義
務
教
育
学
校
は
、
小
中
一
貫
型
小
・

中
学
校
と
同
じ
小
中
一
貫
教
育
で
あ
る
た
め
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
同
様
の
内
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。

体
制
整
備
の
類
型
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト



⑲

過小規模校
（複式学級）

近隣小学校との統合
小中一貫型

小学校・中学校化
義務務教育学校化

教員の「わたり」あるいは
「Ａ・Ｂ年度方式」によ
り、複数学年を同時に指導

小規模化が進むと、教頭、
養護教諭、事務職員等の未
配置が生じるおそれあり

これまでの学校が存続
統合していずれかの学校の
校舎で開校、あるいは新校
舎を建設

９年
（前期課程６年、
後期課程３年）

それぞれの小中学校に校
長、教職員組織
（但し、関係校の一体的マ
ネジメントが要件）

一人の校長、
一つの教職員組織

原則小学校・中学校の両免許状を
併有 ※当分の間は小学校免許状
で前期課程、中学校免許状で後期
課程の指導が可能

より期待できる
教職員組織が一体化され、
最も期待できる

複式の指導や限られた交友
関係への懸念が見込まれる

指導方法、教育集団の規模
は維持
遠距離通学になる可能性

従来の地域住民との関係が
維持される

維持費
児童１人当たりの維持費が
大きくなる

児童１人当たりの維持費が
小さくなる

児童１人当たりの維持費が
小さくなる
（施設形態で異なる）

児童１人当たりの維持費が
小さくなる
（施設形態で異なる）

人件費
複式学級を解消する場合は
市費負担が生ずる

施設整備（改修）に
活用できる補助金制
度の有無

無 有 有 有

学校教育の体制整備の方策一覧 （令和４年８月）

比較の視点／学校体制

指導 学年ごとに指導（これまでと同様）

管理職等配置 一定規模を保ち、配置基準をクリアしていれば、未配置は生じない

施設形態
施設一体型
施設分離型

修業年限 小学校６年、中学校３年

組織・運営 それぞれの学校に校長、教職員組織

免許 所属する学校の免許状を保有していること

教育課程 小中学校それぞれの教育目標・教育課程
９年間の教育目標の設定
９年間の系統性・体系性に配慮がある教育課程の編成

小中連携の効果 期待できる

新入生・保護者
遠距離通学になる可能性

（概ね小学校４㎞、中学校６㎞）を超える可能性

地域との関係
統廃合の対象となる学校の地域住民に対する丁寧な合意形成が必要
従来の地域住民との関係が拡大する

複式学級を解消するための市費負担は生じない

財
政
的
要
因

資料12


